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導入活用事例：SCSK株式会社
推進者
人事第二部　専門スキル認定実行委員会
  　　 委員長 白寄　徹男氏
人事第二部　専門スキル認定実行委員会
  　　 マネージャー 川崎　浄正氏
人事第二部　専門スキル認定実行委員会
  　　 マネージャー 森屋　佳雄氏

1.会社概要
●社　　名：SCSK株式会社
●設　　立：1969年 10月 25日
●代 表 者：中井戸　信英
●社 員 数：12,272名（2011年 3月末現在、合併 2社単純合算）
●資 本 金：211億円
●売 上 高：2,732億円（2011年 3月期、合併 2社単純合算）
●本社所在地：東京都江東区豊洲 3-2-20（豊洲フロント）
●事業内容：•SCSカンパニー

SCSカンパニーは、「流通・製造ソリューション」「金融・ERP
ソリューション」「グローバルソリューション」「プラットフォー
ムソリューション」の4事業セグメントで、IT サービスを提供
する。

•CSKカンパニー
CSKカンパニーは、「BPO」「IT マネジメント」「システム開発」
の3事業の連携・融合によって独自の価値を生み出し、お客様が
必要としている最適なサービスを提供する。

•開発カンパニー
開発カンパニーは、システム開発の生産性を追求するとともに、
お客様に高品質で保守性の高いソフトウェアを提供する。

（左から）森屋氏、白寄氏、川崎氏
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2.経営戦略
2.1. 経営方針
SCSK株式会社（以下、SCSK）は、2011年 10月、住商情報システム株式会

社（以下、SCS）と株式会社CSK（以下、CSK）が経営統合し、新会社「SCSK
株式会社」として第一歩を踏み出した。これまで培ってきた2社の強みを活かし、
システム開発から ITインフラ構築、IT マネジメント、BPO（Business Process 
Outsourcing）、IT ハード・ソフト販売までワンストップで提供する「グローバ
ル ITサービスカンパニー」として、顧客のビジネスを力強くサポートする。また、
日本企業のグローバル展開に伴い国内市場の枠を超えて拡大していく市場、いわば
「グレータージャパニーズマーケット」への戦略的取り組みに向け、日本流の安心
と信頼で裏打ちされた ITサービスの提供を今後もより一層目指してゆく。

2.2. 人材育成方針
本稿以降の執筆に当たっては、新会社として経営統合直後のため、旧CSKのス

キル標準導入事例として紹介する。
2009年 10月に導入を開始した新たな人事制度は、これまでの人事等級の見直

しと再定義およびCSKの実態に合わせた職種と等級で構成されるキャリア制度の
枠組み（キャリアフレーム）の策定を連携させるものである。この連携により、図
2．2－ 1に示す「キャリアプラン」、「ビジネススキル・識見の育成」、そして「専
門スキルの育成」の3つの観点での各種施策を通じて人材育成を強化し、経営ビ
ジョンの実現を加速することを目指すものである。根底となる考え方は、成長自体
は各人の取り組み次第であり、会社・上司は各人の成長意欲をサポートしこれを実
現することにある。
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図 2．2－1　人材育成の取組み /人材像 出典：SCSK

3.スキル標準の導入
3.1. 背景
CSKでは、グループ共通の新人事制度として2009年 1月より制度設計が開始

され、2009年 10月に導入を実施した。この新人事制度では、評価の客観性を高
め、現状の実力を正確に把握し、育成と評価を連動させることで付加価値の高い
サービスを継続的に提供し続ける風土を醸成することを目指した。新制度の導入の
狙いは以下の通りである。

•新人事制度導入
社会経済環境の激変や事業戦略の加速に対応するために、個々人が変化に
前向きにチャレンジし持続的な成長を実現する組織風土・マインドの醸成を図
る。
•専門スキル認定制度導入
職種別に等級定義と専門スキル定義を行い、社員の専門スキル評価、認定
を実施し人事制度の等級判定の判断材料として活用する。

3.2. ITスキル標準導入の流れ
CSKは、世の中の標準化の動きをいち早く自社に取り入れ活用する社風を持
ち合わせた会社であり、これまでにも ISO認定取得やプライバシーマークの取得、
開発標準作成・導入、等の標準化への取り組みを推進してきた。IT スキル標準
（ITSS）に関しても、2000年前半には既に、人材育成のための基盤として導入す
べく職種の定義やスキルの定義を進めていた。人事制度との連携上の課題のために
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実際の制度としての活用・運用には至らなかったものの、社員教育の場における教
育体系マテリアルとしてその成果・資産は活用されてきた。このため、今回の検討
に当たって定義自体は過去の成果物の資産を有効に使うことができた。以前の定義
では参考にした ITスキル標準のバージョンはV1であったので、最新のV3に合
わせ見直す必要はあったものの再定義自体は比較的スムーズに進めることができた。
また、会社の成長と共に新たに必要となった職種に関してはその分野の有識者を中
心とする部会組織を立ち上げ新たに定義を進めた。

「専門スキル認定制度」の設計に当たっては、独立行政法人情報処理推進機構
（IPA）で推進している ITスキル標準の他に、組込みスキル標準（ETSS）、情報シ
ステムユーザースキル標準（UISS）を参照モデルとした。
2009年 4月から2009年 10月にかけ、社内の専門分野別の有識者から構成

される「有識者リーダー会議」の元に「専門スキル認定制度」の主要職種の定義や
認定制度の設計が行われた。2009年 11月以降は、図 3．2－ 1に示す実行委員
長の配下に位置づける11の「専門部会」、それを横断的に束ねる「専門スキル認
定実行委員会」、そして全体を統括する「専門スキル認定委員会」、これらが組織化
された。この組織の元で、CSKグループ全体を対象とした新たな職種定義、職種
毎の認定審査の実施・運用が行われた。

1

図 3．2－1　委員会体制 出典：SCSK
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2009年 4月から開始されたこの取組みの全体的なスケジュールは図 3．2－ 2
に示す通りであるが、2009年度での最初の専門スキル認定の実施から順次対象範
囲が広がり運営されてきた。この間、会社自体もCSKグループを統合（2010年
10月）して規模も拡大、これに伴い新たな職種追加も並行して行われ職種別定義
も2011年 4月に第三版がリリースされるに至った。また経営層からは、スキル
の見える化とその効用の有用性が認識され、「2011年度までには初回認定作業を
完了させよ」との新たな要請が出され、当初予定していた完了時期が1年前倒し
となった。現在、2011年度末までに約 2,000名の初回対象者全員の審査を終え
る予定で推進中である。

図 3．2－2　専門スキル認定制度導入スケジュール 出典：SCSK

3.3. キャリアフレームワークの概要
CSKにおけるキャリアフレームワークは、図 3．3－ 1の通りである。縦軸に

職種および専門分野を、横軸にスキルレベルを取り表現したものである。14職種
36専門分野、そして7つのスキルレベルで分類される。
IT スキル標準のV3 2008に準拠し作成しているが、CSK独自の職種として新

たに設定したものには下記がある。

•ビジネスクリエータ
•サービスマネージャ
•BPOスペシャリスト
•組込ソフトウェア開発（組込みスキル標準を参考）
•管理サポートスタッフ（技術系、管理系）
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表 3．3－ 1にCSKにおける職種一覧を示す。

図 3．3－1　CSKキャリアフレームワーク 出典：SCSK

また、CSKにおける業務プロセスを横軸に取って、専門職種毎に担当する業務
プロセスとの関係をマッピングした全体像としてのキャリアフレームワークを表す
ものが、図 3．3－ 2である。

図 3．3－2　CSKキャリアフレームワーク全体像 出典：SCSK
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表 3．3－1　CSKにおける職種一覧 出典：SCSK
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図 3．3－ 3は、縦軸に職種、横軸に活動局面をとり、その交差する箇所に職種
毎の主要活動項目を記載したものである。IT スキル標準でも提供している職種毎
の活動局面を表記したものと同じ考え方で整理したものである。図中、黄色で表示
した職種はCSK独自の職種である。

図 3．3－3　CSKキャリアフレームワークに定義した各職種の活動局面 出典：SCSK

3.4. 認定スキルレベル（CSL ： Certifi ed Skill Level）
CSKにおけるスキル定義は、IT スキル標準に準拠し7段階のスキルレベルの元

に達成度指標とスキル熟達度で定義されている。定義された内容は全て、職種別の
等級定義書、専門スキル認定基準書に記述され運用されている。
また、各レベルの人材像は図 3．4－ 1に示す通りで、レベル4以上を高度 IT

人材と位置付けレベル5を部相当組織でのハイエンドプレーヤ、レベル6を社内
ハイエンドプレーヤ、レベル7をCSKグループでのハイエンドプレーヤと位置付
け、IT スキル標準に準拠し設定されている。
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図 3．4－1　認定スキルレベル（CSL）における人材像 出典：SCSK

表 3．4－ 1は、PM職種の定義書から抜粋した達成度指標の一例である。指標
として用いているサイズはCSKでのビジネスの実態に合わせて設定している。

表 3．4－1　達成度指標の一例 出典：SCSK

※契約金額規模は、年間と案件全体の差はあるが、ほぼ同じ金額規模を設定。人数規模は、
CSK社内の該当する契約金額規模の要員数のデータを基に設定した。

4.スキル標準の活用と運用
4.1. 新人事制度と認定スキルレベル（CSL）との関係
新人事制度の等級と認定スキルレベル（CSL）との関係は、図 4．1－ 1の中

央に示す通り1対 1で対応させる計画であった。しかし、PM職種とAPS職種を
対象とした専門スキル認定トライアルでの過程や結果から、新人事制度の等級と認
定スキルレベルを1対 1に対応させることへの影響は大きく運用には慎重を期す
る必要があるとの判断のもと、この両者の関係を正式に発表したのは2011年春
であった。この経緯に関しては、次の4.2.節にて説明する。
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図 4．1－1　新人事制度における等級と認定スキルレベル (CSL) の関係 出典：SCSK

4.2. 新人事制度と専門スキル認定制度との連携
図 4．2－ 1は、新人事制度の等級判定と専門スキル認定制度の認定スキルレベ

ル（CSL）とを昇格・降格に連動させる基本的な考え方を示すものである。上段
（人事制度）に示される等級共通定義に従い職務評価、業績評価、行動意識評価が
実施され、下段（専門スキル認定制度）に示される各自の職種に応じた専門スキル
認定の認定スキルレベルの取得、この両方が伴って初めて該当等級の審査判定が下
されることとなった。

図 4．2－1　評価結果の等級への反映 出典：SCSK
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実際に2010年度から開始している専門スキル認定の結果が、人事制度の等級
判定に反映されるのは2013年度からとした。人材育成目的のスキル認定活動と
昇格・降格に直結する新人事制度とを緩やかに結びつける方針が2011年春明確
に発表された。ここに至って初めて、スキル認定結果が等級決定判断の一要素とな
ることがオープンになった。当初掲げた新人事制度の目的である下記項目が、評価
と育成の両側面から具体的な形で明確になった。

•社員の専門スキルを客観的に評価し育成すること
•社員のモチベーションを高め、技術力向上を図ること
•スキルリソースの現状を明確にし、最適配置や育成施策強化への展開を図る
こと
•人材を育成する風土を醸成すること
•対外的に高い技術力や成長マインドを示すこと

4.3. 専門スキル認定のプロセス
表 4．3－ 1は認定のための要素別に認定作業に向けての評価基準と認定方法を

まとめたものである。実務実績、後進育成／社外活動、実務スキル、保有知識の4
つの要素で評価される。認定は本人からの申告データを元に、専門スキル認定審査
（認定委員による面談審査）を通して行われる。
専門スキル認定審査による判定はレベル4以上の場合であり、レベル1からレ

ベル3までは基本的に上長とのキャリア面談で決定される。

表 4．3－1　認定要素と認定方法の概要 出典：SCSK
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毎年、新事業年度第 1四半期に前年度の実績を踏まえ各自キャリアプランの作
成と更新を行う。これを踏まえてキャリア面談が上長との間で実施される。この面
談を通して当該年度で担うべき業務や認定申請の可否が確認されキャリアプランが
確定される。認定基準を満たしている状況が判断できた場合、専門スキル認定の申
請が本人から申告され、認定審査が行われる。この一連の流れは図 4．3－ 1の通
りである。
また、認定審査で決定された認定スキルレベル（CSL）は認定を受けた事業年
度を含め4年後の事業年度末まで有効と定められている。

図 4．3－1　申請検討から認定までの流れ 出典：SCSK

( CSL4 )

2009年の検討開始からこれまでの導入・運用過程で出てきた課題は、その殆
どが導入前に想定されていた範囲内のものであった。しかしながら今後も継続し
て取り組むべき課題もあり、主なものを下記に挙げる。

•事業目的の異なる会社の統合による専門スキルの基準設定の難しさ
•職種間のレベル統一の難しさ
•育成に向けたジョブアサインメント
•認定にかかるコストや時間の確保

2011年度で初回認定作業として旧 CSK社員の全職種の全員の認定が完了す
る予定であるが、2011年 10月に経営統合したSCSも含めた人事制度の統合に
より、旧 CSKが実施してきたスキル認定制度も新たなステージへと変化するこ
とになる。
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5.スキル標準に取り組まれている方々へのメッセージ
IT スキル標準の導入の責任者であるスキル認定実行委員会委員長の白寄氏に、

これから導入を検討もしくは推進される方々にメッセージをいただいた。

「運用を開始してみて、やっておいて本当に良かったと思えるのはスキル認定
に必要な各種情報をデータベースに登録、これをベースとしたワークフローの仕組
みです。これを構築しておいたお陰で、申請から審査、結果のフィードバックに至
るステータスを混乱もなく個別に管理できました。また、統計的な集計作業もシス
テムから随時最新状況を取得できました。この種の運用時を想定したシステム作り
も忘れずに進めるべきでしょうね。」
「人事制度への連携を具体的に示してから、現場の取り組みが大きく変化しま
した。高度スキル認定者（レベル6以上）にはマスター（称号）の認定書と IDス
トラップ（黄色）を付与し、社内ポータルサイトで紹介したことで、認知度や意識
の向上が見られ、より一層の制度浸透を図ることができました。これは先行してい
た他社の事例を参考にさせてもらい採用したひとつの例です。皆様も、他社の事例
を参考にして、円滑な制度導入を進めて頂ければと思います。」




